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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、18世紀後半のフランス社会における知的変容の複雑な諸相の一端
を、フランスにおける同時代アメリカに関する政治的言説の分析を通じて明らかにすることにある。具体的に
は、コンドルセのアメリカ論の展開を、同時代の思想史的・歴史的・社会的文脈に位置づけながら、当時のフラ
ンスの知識人によるアメリカをめぐる言説空間の再構成を行った。さらに、フランス革命期のアメリカをめぐる
議論の展開についての検討を行った。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to clarify some aspects of the more complex 
process than has been assumed of the intellectual transformation in the second half of the 18th 
century France by focusing on the political discourses of the French intellectuals on America in 
this period.  To achieve this purpose, the political thought of Condorcet on America was carefully 
examined and situated in the broader historical and intellectual context. I tried also to examine  
the diverse discourses on America from different point of view including those in the period of 
French revolution.  

研究分野： 西洋政治思想史
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の着想の起源は、研究代表者が 2015
年 3月に東京大学大学院法学政治学研究科に
提出した博士学位請求論文「コンドルセの政
治秩序構想：信念の根拠、アメリカ、地方議
会」にまで遡る。 
 この博士論文では、１８世紀後半のフラン
スの思想家であるコンドルセ（1743-1794）
の政治思想を主要な研究対象とした。従来、
18 世紀フランス思想史の文脈において、コン
ドルセは「最後の啓蒙思想家」とも呼ばれ、
革命期に執筆した最後の著作とされる『人間
精神進歩史』が彼の思想全体を表すものと見
なされてきた。こうした見方から導かれるの
が、専ら真理や理性を信奉する楽観的な進歩
観念の主唱者という、一面的なコンドルセ理
解である。そこで博士論文では、真理や理性
に基づいて秩序を上から与えるプラトン的
立法者としてではなく、人間の可謬性や社会
の不確実性に目を向けた、漸進的改革者とし
てのコンドルセ像を提示することで、従来の
一面的な理解を刷新することを試みた。 
 そのために注目したのが、１８世紀後半の
フランスにおける地方議会論という主題と、
社会の改革を志向する当時のフランス人に
とっての同時代アメリカ社会という参照項
である。というのも、コンドルセの問題関心
や政治思想の展開の全体像を十分理解する
には、比較的知られている革命期の議論（と
りわけ公教育論など）ではなく、むしろ革命
前の 1780 年代から温められていた政治秩序
構想を検討することが重要であり、それは改
革構想としての地方議会論と同時代アメリ
カへの関心という二つの主題を軸としてい
たからである。アメリカ社会はコンドルセに
とって、フランス社会の歩むべき方向性を照
らし出す参照項となったが、アメリカとフラ
ンスの置かれた歴史的社会的条件の相違に
も自覚的であったコンドルセは、フランス社
会の改革は、地方議会の改革から始めるべき
であると考えた。 
 これらの主題については博士論文の中核
となる章でそれぞれ検討を行ったが、いずれ
も研究主題と関わる範囲での限定した扱い
となった。 
 しかしこれらはフランスの 18 世紀後半に
おける王政から近代的共和国への移行に関
わる思想史的、政治的、社会的変化を理解す
る上で極めて重要な主題であり、相互に関連
性も有していることが、博士論文の執筆作業
の過程で明らかとなった。 
 そこで、これらの主題を今後引き続き研究
課題とすることを考え、まずはコンドルセの
視点を同時代人の同様の主題に対する様々
な視点と比較し、さらに歴史的、思想史的コ
ンテクストに位置づけ直すことでより相対
化しながら、研究を進めていくことを構想し
た。 
 以上の経緯をたどり、本研究はこの二つの
主題（アメリカ論と地方議会論）のうち、１

８世紀後半のフランスにおけるアメリカへ
の政治的関心という主題について、より発展
させようとするものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「18 世紀後半フランスにおける
アメリカ論の展開–比較政治思想の観点か
ら」をテーマとする。具体的な目的として、
次の三点が挙げられる。 
 
（１）コンドルセ及びコンドルセが関わった
知識人の共有する言論空間の再構成。これに
ついては、コンドルセのアメリカ論の展開を、
同時代の思想史的、歴史的、社会的コンテク
ストを参照しながら、資料面での制約の範囲
内でできる限り精緻に後づけることで、研究
の精度をあげることが目指される。 
 
（２）マブリのアメリカ論及びその背景につ
いての分析と考察。『市民の権利と義務』
（1789 年）の著者であるガブリエル・ボノ・
ド・マブリのアメリカ論を検討することで、
コンドルセやテュルゴなど親アメリカ派と
は異なる視点の存在を明らかにすることが
目指される。 
 
（３）フランス革命期のアメリカ論の展開に
ついての分析と考察。すなわち、フランス革
命期に、いかなる観点から、アメリカの政治
制度の何が参照され、批判されたのかを明ら
かにすることが目指される。 
 
 本研究を通して展望されるのは、革命前の
時代のフランス社会の変容の複雑な諸相で
ある。そこには諸外国の知識人との豊かな知
的交流のもとに、未来の政治社会の可能性を
模索する活発な言論の空間が存在した。アメ
リカへの関心という視角からその一端を明
らかにしようとするのが本研究の目指すと
ころである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、基本的に三つの手順を踏んで進
められた。 
 第一に、文献・資料（18 世紀後半のフラン
スにおけるアメリカ論に関する一次文献、二
次文献）の調査、収集。 
 第二に、収集した文献・資料の精査、読解、
分析。  
 第三に、理論的、歴史的検討を通じて、よ
り広い理論的展望を得ること。その際には、
通時的、共時的な比較の視点を重視した。 
 上記２に掲げた三つの目的に関して、より
具体的な作業は以下の通りである。 
 
【平成 28 年度】 
・上記２の目的のうち（１）と（２）に焦点
を当てながら研究を進めた。 
 
・文献・資料の調査、収集に関しては、平成



29 年 3 月の二週間のフランス滞在の際に行
った。 
 
・コンドルセの議論の背景となる文脈や議論
の空間についてのこれまでの研究の整理、資
料の読解、分析と議論の再構成を行なった。
コンドルセに関係する人物として特に注目
したのは、テュルゴ、マッツェ、フランクリ
ン、プライス、ペイン、ブリッソなどである。
また思想的方向性は異なるが、アダムズにつ
いても、その動向はテュルゴらにとって影響
をもつため考慮に入れた。 
 
・コンドルセとは異なる視点（マブリなど）
からのアメリカ論についての研究の整理、資
料の読解と分析を行なった。ここからは、ア
メリカを参照するにしても、問題となるのは
アメリカの何を参照するのか（例えば、どの
諸邦憲法を見習うのか）であり、その相違は
考え方の政治的ヴィジョンの違いを浮き彫
りにすることが明らかとなった。 
 
【平成 29 年度】 
・前年度に引き続き、文献・資料の調査、収
集に関しては、平成 30 年 2 月から 3 月にか
けての二週間のフランス滞在の際に行なっ
た。 
 
・上記２の目的（１）（２）に関しては、前
年度だけでは甚だ不十分であったため、作業
を継続して行った。 
 
・コンドルセのアメリカ論について一区切り
をつけるため、研究成果の報告の準備を行い、
学会報告を行った。 
 
・上記２の目的のうち（３）に着手した。具
体的には、アメリカ建国期の重要な政治文書
である『ザ・フェデラリスト』の受容に注目
し、それがいつ、どのような形で同時代フラ
ンス人の間に伝えられ、彼らはそれに対して
いかなる関心を傾けたのか、といった点につ
いて調査、検討を行う予定であった。実際に、
『ザ・フェデラリスト』は 1792 年、王制の
崩壊の後に翻訳書が出されたが、その経緯や
政治的含意などは、今後調査する必要がある。
また人権宣言草稿をめぐる議論においても
アメリカは参照されたが、この頃の文脈と合
わせた詳しい検討も、今後引き続き行ってい
きたい。 
 
４．研究成果 
 全体として、収集した文献・資料の整理、
それらの研究史の中での位置づけ、実際の読
解と分析に時間がかかり、理論的、歴史的考
察を経たアウトプットの段階に至るにはな
お時間を有することが判明した。 
 当初の予定よりも作業が遅れた理由は、平
成２９年度の６月以降、並行して進めていた
博士論文の公刊の作業が大詰めを迎え、集中

して時間をかける必要があったためでもあ
る（平成３０年１月に出版）。ただし、１で
示した通り、その作業は本研究の主題にも大
きく関わるものであり、改めて博士論文で展
開した議論を再検討する機会となった。 
 またこれまでの研究の成果として、コンド
ルセのアメリカ論について一区切りをつけ、
平成２９年９月には日本政治学会において、
研究成果の一部を報告した。 
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